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橋尾側部 の持続性 吸息中枢(以下 A P C と略)が呼吸機構に お よ ぽ す影響に つ い て検 索した . 浅麻酔
非勧化 に した ネ コ の橋尾側腹外側部を電気刺激 して横隔神経の自発放電 お よび延髄呼吸性 ニ ュ
ー ロ ン の 変
化を観察 した . Nu cle u s oliv a ris s uperio rの 近傍を電気刺激 (2 ～ 5 V, 20～ 100 Hz) す ると, 横隔神経が
持続的に 放電す る持続性吸息反応が出現 し, 少数で はある が放電が停止する持続性呼息反応が出現 した.
A P C の外側部電気刺激で横隔神経 に, 6.4 ～ 7.5 m se cの 潜時の誘発電位 を認め た . 142単位の延髄呼吸性
ニ ュ
ー ロ ン (吸息性92単位, 呼息性 25単軌 pha se spa nning 型 25単位) を孤束核 お よび疑核近傍 よ り
記録 した. 122単位 に つ い て, AP C電気刺激に よ る変化 を検索 した. 105単位(吸息性 73単位, 呼息性 14
単位, pha se span ning 型18単位) の こ ユ
ー ロ ン は, 呼吸リ ズ ム の 変化に 一 致 して 自発発射 し, 残り の 17
単位 (吸息性6単位, 呼息性9単位, pha s e spa n ning 型2単位) が, A P C電気刺激に応答 して誘発発射
を生 じた . しか し こ れ らの 場合, 横隔神経に同時 に誘発電位 を生 じた もの は1例 もな か っ た . 誘発発射を
示 し た 15単位 の ニ ュ ー ロ ン は外側網様体 に, 2単位 は孤束近傍 に 存在 した. 同側 A PC 刺激で誘発発射 し
た も のが 16単位, 同側, 対側 い ずれ の A P C刺激 に も誘発発射 した も の が 1単位あっ た . 潜時は,2･2 ～ 12･7
m s e cで あり, 両側性に誘発発射 した ニ ュ ー ロ ンで は, 同側 に は, 7.5 m se c, 対側に は, 11･5m se cの潜時
を持 っ た . 以 上 の結果よ り, 橋尾側腹外側部に持続性吸息中枢 (A P C) が存在 し, 同部 は延髄呼吸性 ニ ュ
ー ロ ン と線推ある い は シ ナ プ ス に よ る連絡 を持ち, 一 部は横隔神経 に 直接連絡 を持ち, 呼吸リ ズム の形成
に影響 を与 え る事 が証明さ れ た.
Key w o rds apn eu stic ce nter, C a udal po ns, phr enic discha rges, m edullary
respiratory n e ur o n, ele ctric alstim ulatio n
呼吸運動は生体の内環境お よ び外環境の 変化 に 応 じ
て, 多く の 神経性お よ び化学的調節機転 に より制御 さ
れ て い る
.
しか し脳幹そ れ自体は呼吸の リ ズム を形成
し維持 す る自律機能 を持つ . 1923年 Lu m sde n
l)2)は, ネ
コ の 脳幹切断実験 に よ り, 橋吻側部に 存在す る呼吸調
節中枢が橋尾側部の 持続性吸息中枢 の 活動 を周期的に
抑制 す る事 に よ り, 正 常な呼吸の リ ズム が形成さ れ る
と した. 以 来呼吸リ ズ ム 形成 に は橋 の 存在 が不可欠と
する 説1)
- 6)と, 延髄 自体 に 呼 吸 リ ズム を形成す る機能が
ある と す る説7ト1 1)が ある .
Ngai ら
1 2)
, Ba xte rら1 3)は脳幹の電気刺激実験 に よ
り, 持続性吸息中枢が , 橋尾側外側網様体に 存在 す る
と した
.
Cohen ら1 4), Kahn ら
1 5)は橋呼吸性 ニ ュ ー ロ ン
の検索に率い て, nu Cle u spo ntis c a udalis, n u Cle u s
gigantoc ellularis に 呼息から吸息 へ の pha se spa n ning
型 ニ ュ ー ロ ン が存在 し, これ が 呼息 を中断させ る働 き
を持 つ と 主張 した. 延髄 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン は孤束核,
疑核, 後疑核 お よ び その 近傍 に 多く存在 す るが , 一 括
Effe cts of Electric al Stim ulatio n ofthe Ca udal Ve ntrolater al Po n s(Apn eu stic Ce nter)
upon phrenic Discharges a nd Medulla ry Respir atory Ne uron sin Cats･ Ma s ato Ikeda,
Departm e nt of Neu r os urge y,(Director: Pr of. S. Ya m a m oto), Scho ol of Medicin e, Kana-
Za W aUn e v ersity.
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して, 腹外側群 に わ けられ 16), 背内側群の呼吸性 ニ ュ ー
ロ ン か ら は 横隔神経運動 ニ ュ ー ロ ン へ 線 維 を 投射
し1 7)1 8),腹外側群 の 呼吸 性 ニ ュ ー ロ ン か らは補助呼吸筋
運動 ニ ュ ー ロ ン ヘ の 投射が 証明さ れ て い る1射 .
本研究で は ネ コ 橋尾側外側部 (持続性吸息中枢) の
電気刺激が横隔神経の放電 お よび 延髄の 呼吸性 ニ ュ ー
ロ ン の発射 に お よ ぽす影響 を検索 した .
対象お よ び方法
体重2.0～ 4 .4kg の成 ネ コ 36匹を使用 した . ベ ン ト
パ ル ビタ ー ル 25mg/kg を静注麻酔 し, 気管切 開 し, カ
ニ ュ ー レ を挿入 し, 大腿静脈 よ り静脈路 を確保 し た.
パ ン ク ロ ニ ウム ブロ マ イ ド静注 に よ り非動化と し, 人
工 呼吸器で陽圧呼吸を維持 した. 標準換気畳と して毎
回換気数33回, 毎回換気量 を 7ml/kg と した. 仰臥位
に し右前頸部胸鎖乳突筋前縁 に沿っ た線状皮切を加 え,
右横隔神経 を穿出 し, 手術顕微鏡下 に神経 を剥離 し鎖
骨下動脈と交叉す る部位 で結致 し, そ の 末輪側で切断
し, 後 に背側 よ り到達 しう る よう に 準備 し た.
肺伸展受容器 か らの迷走神経, 深部知覚 を介 した 求
心性入力が , 呼吸中枢 の リ ズム 形成に影響す る2 0) 細. 非
動化動物 の横隔神経の自発放電 は, 人工 呼吸器の周期
に 同期す る こ と が あり迷走神経 を切断す る と そ の影響
が消失す る こ とが報告 され て い る2 2)2 3). 従 っ て , 全例 に
お■い て こ の影響 を除くた め に , 両側迷走神経 を切断 し
た
. 筋肉お よび 皮膚 を縫合 しネ コ を腹臥位に した後,
頭部 を定位脳固定装置 に 眼裔下線 一 外耳孔面を水平 よ
り 35
0
前屈させ て 固定 し, 下位脳幹定位脳座標図2 4)を利
用 で きる よ.う
に し, さ ら に, 第7頸椎の 棟突起 を定位
脳固定装置 の 付属器具で固定 した. 後頸部正 中よ り約
2cm 右側に て 正 中に 沿 っ て線状皮切 を加 え筋肉を切離
し結染糸の目印の つ い た 横隔神経 を同定 した .
横尾側部電気刺激お よび 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の単
位発射記録の た め に , 後頭部か ら後頸部 に か けて 正 中
切開を加 え, デ ン タ ル ド リ ル お よ び砕骨紺子 を用 い て,
後頭下関頭, 第 1頸椎の椎弓 を切除 し, 小脳 を 一 部吸
引除去 し第4脳室底よ り延髄下部 まで を露出した . 橋,
延髄 の露出部位 な らび に横隔神経 は, 乾燥冷却 を防 ぐ
た め 36～ 37
0
Cに 加温 した流動 パ ラ フ ィ ン を置 い た. 手
術創, 圧点は 1% リ ドカイ ン を注入 し, 実験室 の 温度
は 27 ℃, 湿度は 70%に 保 ち動物 は温水パ ッ ド に て直腸
温 36～ 37
0
Cに 維持 した. 大腿動脈 に カ ニ ュ ー レ を挿入
し トラ ン ス デ ュ ー サ ー (日本光電, M P-4)に よ っ て血
圧 をモ ニ タ ー した .
橋尾側部電気刺激 は下位脳幹定位座標図2 4)を用 い ,
外 耳孔 の高 さ よ り 尾側 3.O m m の 部 分で 正 中 よ り 1
m m 間隔に 直径約 0.3m m, 内芯 約0.1m m の 同心円
電極 を垂直 に 刺入 し, 0.5 m m 間隔 に 電気刺激 を試み
た . 電気刺激装置 (日本光電, S S血10り) よ り アイ ソ
レ 一 夕 ー (日本光電, S E N llOl)を介 し て, 0.5m se c,
1 ～ 5 V,1～ 100 Hz の距形波電流を使用 した . 横隔神経
の自発放電 の記録 に は白金双極電極 を用 い , 高入力イ
ン ピ ー ダ ン ス 前置増幅器 (日本光電, A V Z-8) お よび
C R増幅器 (日本光電, R B-2) に よ り増幅 し, オ ッ シ
ロ ス コ ー プ (日本光電 , VC-9) に て観察 した . 延髄の
呼吸性 ニ ュ ー ロ ンの 単位発射の 記録 に は, 先端 1～ 2〟m
の 3 M NaCl を満た した微小 ガラ ス 電極 を用 い , 電極
の 抵抗 は 4～ 10 MQ であ っ た . 単位発 射 の 記録は す べ
て単極誘導で行 い , 不 関電極 は後頸筋に お い た . 微小
電極用増幅器(日本光電, M E Z-8101)で増幅 し, サウ
ン ドモ ニ タ ー を用 い な が ら オ ッ シ ロ ス コ ー プ ( 日本光
電, V C-9)で観察 した. 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 単位
発射 , 横 隔神経 の 自発放電, こ れ ら の 積分値, お よび
血圧 の 記録 は, イ ン ク 書き オ ッ シ ロ グラ フ( 日本光電,
W ト180 M) ある い は 直記式電磁オ ッ シ ロ グ ラ フ(横河
電機 , Ty pe2901)を用 い , 必 要 に 応 じて磁気 テ ー プ レ
コ ー ダ ー (S O N Y, D F R- 3715)で 記録 した. 増幅器の
時定数は, 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 単位発射の 記録 に
は 0.0 1秒, 横隔神経 の 自発放電 の 記録 に は 0.3秒,
各々 の 積分の記録 に は2.0秒 と した . 橋 尾側部電気刺
激 に よ り延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ンが 誘発発射 され た場合,
デ ー タ処理装置(日本光電, A T A C-450)を使用 して,
そ の 潜 時 ヒ ス ト グ ラ ム を作製 し Ⅹ-Y プ ロ ツ タ ー
(H E W L E T T P A C K A R D, 7225 A P L O T T E R) で
記録 した . 横隔神経 に 誘発電位が み ら れ た場合 に は,
デ ー タ処理装置 に て 30回 加算 し て Ⅹ- Y プロ ツ タ ー で
記録 した .
延髄 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 分布は, 孤束核 ㈱2 5), 疑核26),
後疑核1 9)を中心と する網様体 に 多く存在 して い る . この
こ と を考慮 して, 門 を中心 と し て吻側 1.O m m よ り尾
側 2.O m m ま で の 範囲で 0.5 m m 間隔 に , 延髄呼吸性
ニ ュ
ー ロ ン を検 索した . 記録部位 に 関 して は門 を標準
点と して , 下位脳幹定位座標図2 d)を利用 し た
. 持続性吸
息反応 を得 られ た部位 で , 電極内芯 を陰性 と し 30/∠A
の 直流電流で約 30秒間通電し た後,10%の ホ ル マ リ ン
に て 固定 し, セ ロ イ ジ ン 包嘩 に よ り連続切片(30耳m)
を作製 し, Nissl染色 を行い 刺激部位 を確認し た.
成 績
Ⅰ
. 橋尾側部 の 電 気刺激 に よ る 横隔神経の 自発放電
の 変化
1 . 刺激部位 と呼吸反応
図 1 は橋尾側部 に お け る電気刺激部位 と横隔神経の
自発放電の パ タ ー ン を示 す . Nu cle u s oliva ris superio r
ネ コ 橋尾 側部刺激 に よ る呼吸 の 変化
お よ び その 近傍 の 腹外側部の 電気刺激(5 V, 50 Hz)
に よ り, 横隔神経の 自発 放電は次 の 3つ の 型 に 分類さ
れ た. A : 呼息相が短縮 し殆ん ど横隔神経 は持続的に放
電す る持続性吸息反応 (図1, A), B: 横隔神経の 自
発放電が , 電気刺激 に よ り停止 し, 持続性呼息反応 を
示 す もの( 図1, B), C:5～ 100 Iiz の 電気刺激 に よ っ
て吸息促進の み な らず, 各刺激 に 誘発発射を生ずる も
の(図1, C). A 型 の反応 は n u cle u s oliv a riss upreio r
を中心と して 内側お よ び外側に 比較的広い 範囲 に 得ら
れ た. こ れ に 対 し B 型の 反 応は 36 匹 の 動物 の う ち 3 匹
の み に, nu Cleu s oliv a ris supreio rお よ び その 背側 8
ケ所の 刺激 で得ら れ, こ の 群の 動物 で は A 型の 反応 は
得られ なか っ た . C 型の 反応 は 3 匹 の 動物に n u cle u s
Oliv aris supreior お よ び その外側部の 7 ケ所の 刺激 で
得られ , この 群の 動物 で は僅 か に 刺激部位 を変 える こ
と に よ っ て A 型 の 反応 を生 じ た . 一 方 Lem nisc u s
m edialis お よ びそ の 近傍の 刺激 に よ り横隔神経の 自発
A毎 B ● C▲ D
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放電 は周期の 短縮と減弱(図 1, D)を示 した が, 本研
究で は その 詳細 を省略し た. 図2は , A 型の 持続性吸
息反応 を生 じた 1例の 刺激電極の 先端の位置 を示 す.
以下の 実験 で は電気刺激 を A 塾の 持続性吸息反応 を生
ずる部位(apn e ustic ce nter, 以 下 APC と略) に つ い
て検 索し た.
2 . 刺激の パ ラ メ ー タ ー
図3 は, A P C刺激電圧 を5V と一 定に し, そ の刺激
頻度 を変化 した場合の効果 を示 す
.
20 日z よ り横隔神経
の 放電の周期の 短縮 を認 め, 吸息が促進さ れ, 100 Hz
で は呼息相が消失 し, 横 隔神経 は持続的 に放電 す る持
続性吸息反応 を示 した. 図4 は,A P C刺激頻度 を50Iiz
に 一 定 と し, 電圧 を変化 した場合の効果 を示 す
.
2 V よ
り横隔神経 の放電が短絡 し,呼息が しだい に短縮 し5 V
で は呼息相が殆 ん ど消失し, 横 隔神経 は持続的に 放電
し, 持続性吸息反応 を示 した. 上 述の如く A P C を刺激
した 場合, 弱い 刺激あ る い は刺激頻度が少な い 場合に
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Fig･1･ E ffe cts of the electric al stim ulation in the c a udal po n s upo n phr e nic discha rges. T he
Stim ulatio n s ofthe supe rio r oliv a ry n u cle u s a nd its adja c e nt a re a(a r e aA, A P C)in c re a se a nd
Su Stain phre nic dis cha rge s(A)･ T he stim ulation softhe alm o st sa m e a re a(a r e aB)a rr e stphr e nic
discharge s(B)･ T he stim ulatio n s of late rala r ea of A P C(a re aC)produ c e e v oked pote ntialsin the
phre nic n e rv e S(C)･ The stim ulatio n sin the v e ntro m edial r egio n(a r e aD)a cc el r ate r espir ato ry
rhythm a nd decrease phre nic discha rges(D). Up per tra c e, phr e nic dis cha rge s; Lo w er tr a c e,
integr atio n s of phre nic discha rges; He a vy ba rs, ele ctric al stim ulatio n s(0.5 m s e c, re Cta ngula r
W a V eS, 5 V, 50 Hz in A, B, D a nd 5 Hz in C). N O S, n u Cle u s oliv a ris s upe rio r; P T, tr a Ctu S
p yr a midalis;ⅠⅤ, V e ntric ulu squ a rtu s.
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Fig. 2. A s e ction (30FEm) of c a udal po n s stain ed w
ith c r esyl violet･ Ar ro w sho w sthe site of
stim ulation which pr odu c ed apn eu si ･
Fig. 3･ Effects upo nphre nic dis cha rges
by v a rylng
frequ e n cy of AP Cstim ulatio n(5 V)･ Re spir ato ry
rhythm beginsto a c c el r ate at20 Hz a ndphr enic
discha rges a re su stain ed by 50 a nd lOO
Hz
stim ulatio n s. Up pe r tr a c e, phr enic dis cha rges;
M iddle trac e,integr atio n s ofphrenic dis cha rge s;
Lo w ertrac e, ele ctric alstim ula uio n s･
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Fig. 4. Effe ct upo nphre nic discha rge sby v a rylng
inte n sity of A P Cstim ulatio n(50 Hz). Re spirato ry
rhythm begin sto a c c ele rate at2 Vand phrenic
discha rge s a re su stained by 5 V stim ulatio n s.
Up pe rtr a c e, phr e nic dis cha rge s; M iddle tr a c e,
integr atio n s ofphre nic dis cha rges; Lo w ertr a c e,
ele ctric alstim ulatio n s.









5 s e c
Fig.5. T he in8u e n c e of a n e sthesia on r espirato ry r e spo n s epr o v oked by A P C
Stim ulatio n. A : C Ontr Ol r ec o rd befo r e a n administr atio n of pe ntoba rbital; B:
about20se c after an administr atio n of pe ntoba rbital(3m g/kg wt.); C:15min
late r; D:30minlate r. Up pe rtr a c e, Phr enic dis cha rges; Low ertra c e,integr ations
Ofphr enic discha rge s; Ho riz o ntal bar s, electric alstim ulatio n s.
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は呼息相が短縮 して 吸息促進反応 を生 じ, 十分な 強さ
の 刺激 に よ っ て は じめ て持続性吸息反応を生 じ た.
3 . 横隔神経自発放電 お よ び A P C電気刺激 に お よ
ぼす 麻酔の影響
図5 は, A P C刺激 に よ る呼吸反応 に 対す る ベ ン ト パ
ル ビタ ー ル 投与の効果を 示 す. コ ン ト ロ ー ル 実験 で は
A P C刺激に よ り著明な吸息促進反応 を生 じた が, 3.O
m g/kg 量の薬剤静注後約 20秒 で , 横 隔神経 の 自発放
電 は減弱し, 周期も 延長 す るが ,A P C電気刺激に よ り,
放電の周期 は短縮 し, 吸息促進反応が認 め られ た. 15
分後, お よ び 30分後 と, 横隔神経 の自発放電は次第 に
増大回復 し, 自発放電の周期も短 か く な る. 一 方, A P C
刺激 は 一 様 に 吸息促進反応 を生 じた. 上 述の 如く, 浅
い 麻酔で, 呼吸の 周期な らび に 横 隔神経放電の強さ に
影響 を来た す が, A P C刺激 に 対す る 吸息促進の効果に
は認 む べ き影響 を与え なか っ た .
4 . 横隔神経誘発電位
A P C の外側部の電気刺激に よ り, 横隔神経 に 誘発電
位 を記録さ れ たの は, 3匹 の動物 に つ き 7点で あ り,
い ずれ も同側性であ っ た. そ の 1例を 図6 に 示 す . そ
の立 ち上が り潜時は,6.4 ～ 7.5 m se c, 持続は約 15m s e c
で あ り, 5 Iiz よ り 50 日z の電気刺激 に対 して明確な
誘発電位が認め られ た が, 100 IIz 刺激で は誘発電位が
重畳 して認 め ら れ た.
ⅠⅠ. 延髄 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン と A I)C 電気刺激
門 を指標 と して吻側 l.O m m よ り尾側 2.O m m の 範
囲よ り 142単位 の呼吸性 ニ ュ ー ロ ン が 記録さ れ た. そ
の 分布 を図 7に 示 す. 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 分布は, 孤
束核 お よ び疑核 と そ の 間の 網様体 に その 多く が 集中し
て い た. 吸息性 ニ ュ ー ロ ン 92単位 , 呼息性 ニ ュ ー ロ ン
25単位, 発射が 両相に ま たが る pha se spa n ning型 ニ
ュ
ー ロ ン 25単位 (吸息 → 呼息 20単位, 呼息 → 吸 息5
単位) であっ た . ( 表1) 吸息性ニ ュ ー ロ ン は門よ り吻
側 1.Om m か ら尾側 1.Om m の 範囲 に 92単位中 81単
位 (88%) が存在 した が, 呼息性 ニ ュ ー ロ ン は同 じ範
囲 に 25単位中18単位 (7 2% )が存在 し, 吸息性 ニ ュ
ー ロ ン に 比較 し て呼息性 ニ ュ ー ロ ン は 尾側 に 存在す る
割合が高か っ た . こ れ ら の ニ ュ ー ロ ン のう ち, A PC電
気刺激 し得 た吸息性 79単位, 呼息性2 3単位 , pha se
spa n ning 型 20単位, 計 122単位の 呼吸性 ニ ュ
ー ロ ンに
つ い て刺激の影響 を検索 した .
1 . Rhythmic ne urons
A P C電気刺激の有無に か かわ らず, 呼吸 の リ ズ ム に
一 致 し て発射す る ニ ュ ー ロ ン で あ る. 吸息性 ニ ュ ー ロ
ン 73単位, 呼息性 ニ ュ ー ロ ン 14単位,pha se spa n ning
型 ニ ュ ー ロ ン 18単位, 計 105単位 で あ っ た .
ネ コ 橋尾側部刺激 に よ る呼吸 の変化
2 . Driv en n e u ro n s
A P C電気刺激に よ り誘発発射を生 じた ニ ュ ー ロ ン で
ある. こ の 種 の ニ ュ
ー ロ ン は吸息性 ニ ュ ー ロ ン 6単位,
呼息性 ニ ュ ー ロ ン 9単位, pha se spa n ning 型 ニ ュ ー ロ
ン 2単位の 計17単位(13.9% )で あ っ た . 図 8 は, 17
単位 の 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 分布 を示す. こ れ らの ニ ュ
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一 口 ン の う ち 15単位は延髄外側網様体 に存在 し, 僅か
に 2単位 が孤束核近傍に 存在 した . 表2 は, 各driv e n
n e u r o nの 潜時 を示 す. 17単位中16単位 が同側 APC
刺激 に の み誘発発射 を生 じ, 1単位 は両側 い ずれ の
A P C刺激に も誘発発射 した . 潜時は, 17単位中15単
位で 2.2～ 5.9 m s e cで, 2単位 で 7.5～ 12.7m s e cであ




Fig.7. Distributio n of 142m edulla ry r e spir ato ry n e u r o n s. Circle, 92inspir atory n e u r o n s
(In sp);Squ ar e,25e xpir ato ry n eyro n s(Exp); Triangle,25pha se spa n ning n e u ro n s(P ha s e)･
Table l. Cla ssific atio n of m edulla ry r e spirato ry n e ur o n sba sed o nthe patte r n of re spo n s esby
stim ulatio n of A P C
In splr atO ry
n e u r O n S
Expirato ry
n e u r O n S
P ha s e spa n nlng n e ur O n S
Total
IE EI
Re c o rded 92 25 20 田 142
Exa mined 79 23 1 6 ロ 122
Rhyth mic 73 田 15 3 105
Driv en 6 9 1 ロ 17
I E,in splr atO ry-e X 口ir ato ry pha s e span ning n e ur o n s･
EI, e Xplr atO ry
-1n Spir ato ry pha s e spa n nlng n eu r O n S･
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っ た . こ れ ら の ニ ュ ー ロ ン の 中で 同時に 横隔神経 に 誘
発発射 を生 じたも の は 1例 もな か っ た . (表 2)
図9 - A は, 外側網様体か ら記録 され た吸息性 ニ ュ ー
ロ ン (図8, No.8) の 単位発射で横隔神経の 自発放電
に 一 致 して発射し てい る の を示 す . B は, 同側 A P Cの
20 Hz 刺激(1), 60 Hz 刺激(2)で吸息相の自発発射の他
に , 刺激 に 対応 した誘発発射が 吸 息呼息両相 に わ た り
出現 して い る こ と を示 す . C は, 吸息相お よ び呼息相 の
速い 掃引に よ る40 Hz 刺激に 対 す る誘発発射の記録 で





相と呼息相に お ける A P C刺激 による誘発発射の 潜時ヒ
ス トグ ラ ム で ある . 吸息相で は潜時 は 5.0～ 14.O m s ec
(1 0. 1± 2.2 m s e c, m e a n± S. D .), 呼 息 相 で は
7.0～ 22.O m s e c(14.1± 3.1 m se c) で , 呼息相の 潜時
が吸息相に 比 し て 4.Om s e c長い .
図 11-A は, 外側網様体 から記録され た 呼息性 ニ ュ ー
ロ ン (図8, N o.15)の 単位発射で呼息相 に 一 致 して発
射 して い る . B は, 両側 の A P C刺激に 誘発発射 し, さ
ら に 吸息相に は誘発発射せず, 呼息相に の み誘発発射
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Fig.8. Distributio n ofthe r espirato ry n e u ro n sdriven by A P Cstim ulatio n sI
Sixte e n n eu r o n s r e spo nd to ipsilate ral stim ulation s a nd o n e n e u r o nto
bilate ral stim ulatio n s. T hes e17 ne urons a r e c o mpo sed of 6 in spir ato ry
(In sp),9 e xpir ato ry(Exp) a nd 2pha se spa n ning(Pha s e)n e u r o n s･
ネ コ 横尾側部刺激に よ る呼吸 の変化
Table2. Respir ato ry n e u r o n sdriv e nby stim ulatio nof A PC
Ne ur o n Stim ulatio n Late n cy(m se c, Me a n±S.D.)






7 Expir ato ry
8 In spir atory
9 Inspir atory
lO P ha s e spa n ning(IE)
11 In spir ato ry
l.2 In spir ato ry
13 In splr atO ry


























2.8 - 5.9 (3.5±0.7)
3.5 - 5.3 (4.4±0.4)
3.2 - 5.3 (4.5±0.9)
1.6 - 3.1 (2.2±0.5)
5.0 - 22.0 (12.7±2.8)
2.7 - 3.9 (3.7±0.6)
2.0 - 3.2 (2.4±0.5)
3.7 - 5.0 (4.2±0.3)
4.5 - 7.0 (5.9±0.8)
4.5 - 7.2 (5.8±0.8)
4.2 - 7.6 (5.6士1.5)
4.3 - 10.8(7.5±1.3)
7.1 - 18.1 (11.5±2.3)
3.6 - 5.2 (4.9±0.8)
4.4 - 6.5 (5.4±0.6)
誘発発射の 記録 である . 同側刺激に よ る潜時が対側刺
激に よ る潜時よ り短か く, その 詳細 を次 に示 す . 図12
は, 図11 と同 一 の ニ ュ ー ロ ン の 同側 , 対側 それ ぞ れの
潜時ヒ ス トグ ラ ム で あ る. 同例の A P C刺激で は, 潜時
は, 4.3 ～ 10.8 m se c(7.5±1.25m s e c) で あ り, 対側
の A P C刺激 で は, 7.1 ～ 18.1m s ec(11.5±2.25 m se c)
で あ り, 対側刺激 に よる潜時 は同側 の それ に 比 して分
散が大き く , し か も潜時が 4.O m s e c長か っ た
.
考 察
呼吸 中枢 の 局在お よ び機構の 検索は, 19世紀初め よ
り多くの 研究者に より行わ れた.1812年 LeGallois27)は,
ウサギの 大脳 と小脳 を除去しても 呼吸運動 は変化せず,
迷走神経の 出る高 さの 延髄 を破壊す る と呼吸 運動は完
全に 停止 す る こ と を見た . 1865年 Ro s e ntha12 8)は 中枢
神経系各部の 破壊実験に よ っ て 呼吸運動 の 維持 に は,
中脳下丘 か ら第 6頸髄ま で の 神経構造 が必 要 で ある と
主張 した . 188 7年 M a rkw ald2 9)は, ウ サ ギで , 両側迷
走神経 を切 断し て , 下丘 の 直下 で脳幹を切断す る と,
呼吸 運動 は長 く持続 す る 吸 息性 け い れ ん (Athe m-
kram pfe)が, 不規則 に あ ら われ る こ と を見, 下 丘 の レ
ベ ル に 吸 息 を抑制す る中枢が存在す る と主張 した .
Lu m sde nl)2)はネ コ 脳幹切断実験 に お い て , 下丘下線
で切 断 して も呼吸 は変化せ ず, 下丘 よ り 2～ 3 m m 尾側
の 切断 に よ り, 持続性吸息(apne u sis)が 出現 し, さ ら
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に 聴粂の 尾側 で切断す る と持続性吸息は消失 し, 短 い
吸息 に や や長 い 呼息か ら な る喘ぎ型の呼吸(ga sping)
が 出現 し, 閂 の部分で切断す ると呼吸運動は停止 す る
こ と を見た. こ の結果よ り彼 は, 橋上部に 呼吸調節中
枢 (pn e u m ota xic ce nter), 聴条の部分に 持続性吸息
中枢 (apn e u stic c e nte r), 聴条以下の延髄 に 喘ぎ中枢
(ga sping center) が存在 し, 持続性吸息中枢の 緊張
性興奮 を呼吸調節中枢の周期的抑制 によ り正 常呼吸が
成立 す ると 主張 した. Stella3 O)は脳幹を下丘下線で切断
した場合, 迷 走神経 を切断する こ と に よ っ て は じめ て
持続性吸息が出現す る と し, 橋尾側部の 持続性吸息中
枢 は, 橋吻側部呼吸調節中枢と共に 迷走神経か ら も 周
期的に 抑制 を受け て自発呼吸運動を なす と主張 した
.
Pitts ら3)4)は ネ コ の 脳幹の電気刺激および破壊実験に
よ り, 聴条下線 か ら門の や や尾側に わた る範囲の網様
体の 背側 に 呼息中枢, 腹側 に 吸息中枢が存在 し, とも
に 律動性 を持たず, 橋吻側部 に 存在する 呼吸調節中枢
お よ び迷走神経に よ り周期性が与 えられ ると主張 した.
Be ato nら3 1)は, サ ル を用 い, Am or o s oら
32)は, ヒ ツ ジ
を用 い て 脳幹の 電気刺激実験 を行い ,Pitts ら3)4)と ほぼ
同 じ結果 を得た. こ れ に 対 して Ngaiら
1 2)は ネコ に つ い
て , 下丘 下宿か ら 尾側 3m m よ り, 梯形休ま で の範囲
の外側網様体お よ び橋尾側端 ま で の 内側網様体 の電気
刺激に よ り持続性吸息反応を生 じ, 一 方持続性呼息反
応は , 橋吻側 より , 梯形体に わ たる範囲の外側網様体























Fig.9. An inspirato ry n e u ro n(No . 8 in Fig. 8)driv e nbyipsilate r al A P C
stim ulatio n s. A : the n e u ro n(N E)dis cha rges syn chron o u sly with in spiT
r ato ry pha s e. B:It is d riv en by ipsilateral A P Cstim ulatio n s･ T he
stim ulatio nfrequ e n cy is 20Hz(1)and 60 Hz(2). C:Itis driv enin e a ch
in spir ato ry(IN S P) and expir ato ry(E X P)pha s e･ P H, phre nic discha rges;
Triangle, ele ctic alstim ulatio n s･

















Fig. 10. Latencyhistogr am s ofthe neu ro ni Fig. 9
in in spiratory pha s e(1eft-INS P) a nd expirato ry
pha s e(righト E X P). N, n u mbe r of u nits; M ,
m e a n; S, Sta nda rd de viatio n. Bin du r atio n= 0.5
m S eC.
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Fig･11･ An e xpir ato ry ne uron (No . 15 in Fig. 8)driv e nby bilate r al A P C
Stim ulatio n s･ A: T he n e u r o n(N E)dis cha rge s syn chr o n o u sly with expi-
ratory pha s e. B . a nd C:It is driv e nby both ipsilate r al (IP SI) a nd
C Ontralete ral(C O N T R A) A P Cstim ulatio n(5 V, 10 Hz). It is driv en in
e xpirato ry pha se(EX P)a nd is n otdriv eninin spir ato ry pha se(I N S P). P H,
phre nic dis cha rges; S T, electric al stim ulatio n s.
N : 8 ヰ
M ニ 7.5 m s ec
S : 1 .3 m so c



















M : 1 1.5 m se c
$ :2.3 m $ O G
0 5 1 0
Late ncy
~ r ■`~■-
1 5 2 0 m8 ● C
157
0 $ 1 0 1 5 之O m 昏母 ¢
La紬 n¢y
Fig･1 2･ Late n cyhistogr a m s ofthe n eu r o nin Fig.11 by ipsilate r al stim ulatio n s
(1eft-IP SI)c o ntralate r al stim ulatio n s(right-C ON T R A). N, n u mber of u nits; M ,
m e a n; S, Standa rd de viatio n. Bin dur ation = 0.1 m se c.
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の電気刺激で も 生ずると 報告 した . Ba xte rら
1 3)
, Ta n
ら33)も ,橋網様体外側部の電気刺激に よ り吸息が促進す
る の を見た. Eer rら3 ヰ)軋 前庭神経, 上 オ リ
ー ブ核 を
電気刺激 し,持続性吸息が出現す る と主張し, Ca r regal
ら3 5)は, イ ヌ および リス ザ ル の橋尾側外側部の電気刺激
で , 吸息反応 呼息反応の い ずれ の 反応 も混在 して 出
現 した と報告 して い る. 以上 の よう に , 橋尾側外側網
様体の電気刺激に よ り持続性吸息が出現する こ とが 多
く報告さ れ て い る .
Kahn ら1 5)は , ネ コ に お い て門 よ り 7～ 10m m 吻側,
3～ 4 m m 外 側, 3～ 4 m m 腹 側 の n u cle u s po ntis
c a udalis, n u Cle u sgiga nto c e11ula ris よ り吸息性 ニ ュ
ー ロ ン を記録 し, こ の ニ ュ ー ロ ン が延髄呼吸性 ニ ュ
ー
ロ ン を発射 させ る役割を持つ と推定 した .Salm oir aghi
ら36)も 同じ部位 より呼吸性 ニ ュ ー ロ ン を記録 し, Sta rte r
c ell と定義 して い る. Cohe n ら1 4)は, 橋 中部, 尾側部腹
外側部 に pha s e spa n ning型 ニ ュ ー ロ ン が多く存在する
こ と を報告 した.
本実験で は, 両側迷走神経 を切断 した浅麻酔非動化
ネ コ で , 橋尾側腹外側部, 上 オ リ ー ブ核お よ びその 近
傍 (A P C) の電気刺激 に より横隔神経の放電 の持続と
発射 の 増大 より な る持続性吸息反応が得 られ た.
一 方 ,
A P C の電気刺激に よ り稀で はあ るが , 横隔神経 の放電
が停止 す る持続性呼息反応が出現 した例 も あり , した
が っ て A P Cに は吸息と呼息の 2種類の反応を ひきお こ
す 中枢 が混在 して はい る が, 前者が 造か に 優位で ある
こ とが認 め られ た.
Ngaiら
12)は持続性吸息反応 を得た部位 で , 開催以下
の電気刺激を した 時に 呼吸運動は浅く速く な る と報告
して い る. 本実験 に お い て も, 刺激強度 を強め て い く
に従 っ て, 呼息相が短縮 し, そ れ に 従 っ て 呼吸促進が
み られ, しだ い に 呼息相が消失 して き て持続性吸息反
応が出現 して 来る こ とが見 られ た .
Wa ng ら
3 7)は , ネコ に お い て橋尾側部外側網様体 を電
気刺激 して, 血圧の 著明 に 上昇す る こ と を観察 して い
る. 実際 AP C を刺激す る と血 圧上 昇の 反応 を生ずるが ,
そ れ は刺激開始約 5～ 10秒 で ピ ー ク に 達す る も の で あ
り, これ に対 し, 呼吸 の反応 は刺激と殆ん ど同時に 出
現す る. した が っ て 呼吸の反応は 血圧 の 反応 に 由来 す
るも の で はな い .
Bertra nd ら3 8)お よび , Cohen
39)は, n u Cle u s pa ra-
br a chialis m edialis を電気刺激 して, 横隔神経 に お い
て 4～ 8m s e cの 潜時 を持 つ 誘発電位を記録 し, 橋吻側
部 が, 横隔神経 に達 す る神経支配 の存在 を有 して い る
と推論 して い る. 本実験で は, A P C領域の外側部 の電
気刺激 に よ り, 吸息性反応 と共 に横隔神経 に 平均潜時
6.4～ 7.5 m se cの 誘発電位 を生じ た. こ の 事実は, A P C
の ある部分 より横隔神掛 こ対 して乏 シ ナ プ ス 性 の経路
が ある こ と を示 す .
1936年 Ge ssel ら4 0)は 1.5 ～ 2.Om m 間隔の 双極電極
を 用 い て脳幹よ り呼吸に 一 致 した電位 を記録 し, 門の
周辺の網様体 に 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン が存在す る こ と を報
告 した . 1951年 Dirken ら
4 1)は直径 50/J m の白金双極
電極で , ウサ ギの延髄よ り 呼吸 に
一 致 した呼吸性 ニ ュ
ー ロ ン の 単 位発射 を 記録 し て い る. Habe rら
4 2)
,
Nelso汀刷 は , 延髄吸息性 ニ ュ ー ロ ン は門よ り 3 m m 吻
側 よ り尾側 1 m m で 正 中よ り2～ 4 m m 外側 ,3～ 4 m m
腹 側の部分 に 多 く集中し, 呼息性 ニ ュ ー ロ ン は , 門よ
り尾側 3m m ま で, 2～ 4 m m 外側, 2.5 ～ 3 m m 腹側 に
多く集 ま っ て い る と報告 した.
一 九 呼吸性 ニ ュ ー ロ
ン は, 吸息性, 呼息性 ニ ュ ー ロ ン が 混在 し, その 集中
部位の区別 はな い と い う意見も多い 4
4)45)
呼吸性 ニ ュ ー ロ ンの 分布 は, 延髄網様体 の 中で, 部
位 的に特徴が あ る と され , 外側網様体と , 孤束近傍の
2 ケ所 に , 前者 を腹外側群, 後 者を背内側群と し て大
別さ れ て来 てい る. Ar cha rd ら4 6)は 吸息性 ニ ュ ー ロ ン
と呼息性 ニ ュ ー ロ ンが 混在 して疑核周辺 に 集中し てい
る こ と を報告 し, Me rrill
19)は吸息性, 呼息性 ニ ュ ー ロ
ン が 閂よ り第 1頸椎の間の後疑核 に 存在 す る と した･
一 方 Ba u mgarte nら
2 5)は門 より吻側の孤速核近傍に 吸
息性 ニ ュ ー ロ ン が 多く集中 して い る こ と を認め た･
背内側群 の呼吸性 ニ ュ ー ロ ン は対側 の 横隔神経運動
ニ ュ
ー ロ ン に投射 して呼吸性律動を与 える
1 7)1 8)ととも に,
肺伸展受容器, 迷走神経か ら の求心 性入 力を受 け る
ニ
ュ
ー ロ ン が 存在 し4 7)
～ 4 9)
, Hering
- Bre u er反射や , く し
ゃ み 反射等の反射 の 統合部位 であ る と 主 張 され て い
る1 6). こ れ に 対 し, 腹外側群の う ち, 疑核 に は 主 に 迷走
神経の 運動 ニ ュ ー ロ ン が 集中 して呼吸運動の 補助筋を
支配 し, 一 方後 疑核 は, 吻側に 吸息性 尾側に 呼息性
ニ ュ
ー ロ ン が 優位に 存在 し脊髄 を下降し肋間筋, 腹筋
の呼吸性運動 ニ ュ ー ロ ン を支配す ると言われてい る
1 9)50)
延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 吸息性 ニ ュ
ー ロ ン と呼息性
ニ ュ





Batsel26), 柏原5 2)は 2 : 1, Nelson
4 3)
, Ne sla nd
5 3)ら は
1: 1 , 福原
11)は , 麻酔 ネ コ で 3･3: 1, 非動化 ネ コ で
は 1.8 ～ 1.6: 1 と報告 して お り, 吸息相と呼息相 に ま
たが っ て発射す る pha s e spa n ning 型 の 占める割合は小
さ い
.
本 実験 で は, 円 を中心 と し て吻側 1･O m m , 尾側2･O
m m の 範囲で呼 吸性 ニ ュ ー ロ ン を検索 し, 孤 束核, 疑
核お よびその近傍の網様体 から吸息性 ニ ュ
ー ロ ン 92単
位 (64%), 呼息性 ニ ュ
ー ロ ン 25単位 (18% ), pha s e
spa n ning 型25単位(18% )の 計 142単位 の 呼吸性
ニ ュ
ー ロ ン を記録 し た. 吸息性 ニ ュ
ー ロ ン は門 より吻側 1■0
ネ コ 横尾側部刺激 に よ る呼吸 の 変化
m lmよ り尾 側 1.O m nlまで の 範囲に 81 単位(88%)が
存在し たが , 呼 息性 ニ ュ ー ロ ン は同 じ範囲に , 25単位
中18単位(72%) が存在し, 呼息性 ニ ュ ー ロ ン が, 吸
息性 ニ ュ ー ロ ン に 比 して 尾側 に 存在 す る割合が高く な
っ て い る .
本実験 に お い て記録 された延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン は,
AP C電気刺激 に よる横隔神経の 反 応と同期 して発射す
る rhythmic n e u r o n95単位, A P C電気刺激 に 一 定 の
潜時で誘発発射 を生 じるdriv e n ne uron 17単位の 2種
に 大別され た . driv e n n e u ro n17単位中16単位 は同側
の A P C電気刺激に の み誘発発射 を生 じ, 1単位が 両側
い ずれ の A P C電気刺激に も 誘発発射 を生 じた.
Bystr zycka
5 4)は , 疑核お よ び後疑核で , 呼吸性 ニ ュ
ー ロ ン を記録 した部分に ho rs er adishpe r o xyda seを注
入 して そ の 線維連絡 を検索し, こ の 部位 の 呼吸 性 ニ ュ
ー ロ ン が, n u Cle u s r etic ula rispoints o r alis, n u Cle u s
pa ragiga nto c ellularislater alis より線維 を両側性に受
け てい る こ と を報告し て い る. 本実験 に お い て も A P C
電気刺激 で誘発発射 を生 じた こ ユ ー ロ ン の 分布 は, 大
部分が疑核近傍の 外側網様体 に 存在 して お り, 一 部孤
束核近傍 に 存在 して い た.
Driv e n n e u r onの 潜 時 は , 17単 位 中15単位 で ,
2.2 ～ 5.9 m se cで あ り 2単位 は, 7.5 ～ 12.7 m s e cと比
較的長い 潜時 を示 した. Bertrand ら3 8), Cohen3 9), 大
西55)に よ れ ば, 呼 吸 調節中枢 と考 え ら れ る n u cleu s
par abra chialis m edialis の 電気刺激 で, 平均 3.0～ 7.O
m s ecの 常時で 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ンが誘発発射された
こと を報告して い る. 呼吸調節中枢を電気刺激 し大西5 5)
は約 7%の 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン に 誘発発射 を生 じ 相
原52)は, 大脳皮質運動野 の 電気刺激 で 約 8%が 誘発発
射を生 じた の に 比 較 し, A P C電気刺激で , 約 14%が 誘
発発射 を生 じ た. A PC の 刺激に よ り延髄呼吸性 ニ ュ ー
ロ ン に誘発発射 を生 じた もの で 同時 に 横隔神経 に 誘発
発射 を生 じ た もの は 一 例 もな か っ た . こ の 事実は, 上
述の 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン は, 必 ずし も横隔神経 へ の
中継核と は限 ら ない こ と を示 す.
潜時の 長い 2単位の 呼吸 性 ニ ュ ー ロ ン に 関 して は,
1単位は , 呼息性 ニ ュ ー ロ ン で, 両側い ずれ の A P C電
気刺激 に も誘発発射 を生じ, そ の 平均溶暗 は, 同側刺
激で 7.5 m s e c, 対側刺激 で 11.5 m se cと 4 m se cの 差
が ある の み なら ず , 潜時の 分散が 後者に お い て 遥か に
著明で あ っ た
.
こ の 事実よ り対側の 経路は, 同価の そ
れに比 して より多くの シ ナプス を介して順向性に連絡 して
い る こ とが わ か る. さ ら に こ の ニ ュ ー ロ ン は吸 息相で
は誘発発射せず, 呼息相 で の み誘発発射 を生 じた こ と
は, 呼吸相 に よ っ て興奮性に 影響 を受 ける こ と を示 す.
Keder-Stepa n o v a5 6)は延 髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン をそ の近
159
傍で 電気刺激し て その 誘発発射を観察 し, 刺激の 弱い
場合 その 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 発射 する 相で の み 誘発発
射を生じ 刺激 を強 め る と , そ の 誘発発射の 滞時が ,
呼吸相 に よ り 異な るの をみ た. Eule rら4 8)4
{
9)
, M e rril15 7)
が迷走神経, 脊髄 を刺激 し, 呼吸性 ニ ュ ー ロ ン の 港時
が 呼吸 相 に よ っ て変化す る こと を認 めた. 本実験に お
い て も, 吸息性の み な ら ず呼息性 に も 誘発発射を生じ
た吸息性 ニ ュ ー ロ ン は吸息相の 滞時が,10.1 ±2.2 m se c
で , 呼息相の 滞時が 14 .1±3.1m s e cと呼息性 に お い て
潜時の 延長 と分散 の 増大が認 めら れ た.
1 7単位の driven n e u r o nは, A P C と延髄の 呼吸性 ニ
ュ
ー ロ ン の 間の連絡 を証明す るも ので あ る. しか しこ
の 経路 は呼吸 機構 の 回 路網の 一 部であり, こ れ ら の ニ
ュ
ー ロ ン の 興奮が持続性吸息反応を ひき お こ す も の と
は結論 で き ない . 持続性吸息中枢 (AP C) は, 橋 尾側
腹外側部 に 存在 し, 延髄呼吸中枢との 回路網 を形成し
なが ら, 呼吸 の リ ズ ム 形成 に 関与し てい る もの と 考え
られ る.
結 論
両側迷走神経を切断 した 浅麻酔非動化ネ コ の 橋尾側
腹外側部(持続性吸息中枢, 以下 A P C と略)を電気的
刺激し, 横隔神経の 自発放電お よび, 延髄 呼吸性 ニ ュ
ー ロ ン の 発射 に お よ ぽ す影響に つ い て検索 した.
1 . Nu cle u s olivaris supe rior の 近傍の橋尾側腹外
側都連続電気刺激(2～ 5 V, 20～ 100 Hz) に よ り横隔
神経の 自発放電が増大 し持続す る持発性吸息反応 と,
横隔神経 の 自発放電が停止 す る持続性呼息反応が出現
し, 前者が後者 に 比 し遥か に 優位で あ っ た .
2 . 上 記 AP Cの 外側郡の 電気刺激 に よ り 横隔神経
に 潜時 6.4～ 7.5 m s e c, 持続約 15m se cの 誘発電位が
認めら れ た.
3 . ベ ン トパ ル ビタ ー ル 投与 に よ り横隔神経の 自発
放電 はあ る程度抑制され るが, A P C刺激 に よ る吸息促
進反応に は認 む べ き変化 をき た さな か っ た .
4 . 142単位の 延髄呼吸性 ニ ュ ー ロ ン (吸 息性 92単
位, 呼息性 25単位, pha s e spa n ning 型 25単位)が,
孤 束核, 疑核 の 近傍よ り記録さ れた . 呼息性 ニ ュ ー ロ
ン は, 吸 息性 ニ ュ ー ロ ン に 此 してや や尾側に 多く 分布
し た.
5 . 122単位 に つ い て A P C刺激の 効果 を検索 した.
吸息性 ニ ュ ー ロ ン 79単位 の 中73単位, 呼息性 ニ ュ ー
ロ ン 23単位 の 中14単位, pha s e spa n ning 型 ニ ュ ー ロ
ン 20単位の 中1 8単位, 計105単位が A P C電気刺激で
呼吸の 変化と同期 して発射 した .
6 . A P C電気刺激で , 17単位(吸息性 6単位, 呼息
性9単位, pha se spa n ning 型2単位)の ニ ュ ー ロ ンが
1 60
誘発発射 を生 じた . こ のう ち 15単位が外側網様体 に 存
在 し, 2単位 が孤束近傍 に 存在 した. 同時 に横 隔神経
より誘発発射 を認め た も の は 1単位 も な か っ た . 16単
位が 同側 A P C刺激に の み誘発発射 し, 1単位が 同側,
対側い ずれ の A P C刺激 に も 誘発発射 した . 潜時 は,
2.2 ～ 12.7 m s ecであ っ た . 両側 A P C刺激に誘発発射
した ニ ュ ー ロ ン は, 同側お よ び対側 の刺激に 対 し, 7･5
m s e cお よ び 11.5r n se cの 異な る潜時を持 っ た .
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T his expeiim ent w a sde sign ed to study t he in nu en ce oft he apn e ustic center (APC)in the
Caudalpo n s o n respir atio n.` C ha nge s of t hephrenic discha rges a nd a ctivitie s of m edulla ry respir a
･
to ry neu r o n s w e r ein v e stigated by stim ulating electric a11y t he ventrolate ralr egio n of t he c audal
po n s of c at占. whe占r epetitive stim ulatio ns(2-5 V,2 0-1bofIi) w e r egiven to t he superior oliv e ry
n ucleu s a nd its adja cent a r e a, Phre nic dis charge s w e r e a cceler ated indic ating apn e u si, but in
som elim ited cases, they w e re a r re sted by stim ulating the regio n. Stim ulatio n sin the late ral
ar e a ofAPC produc ed e v oked pote ntialsin the phrenic n e rv e. T heirlaten cies w e re6 .4
-7
.
5 m s e c･
One hu ndred a nd fo u rty-tW O m edulla ry respir ato ry(9 2 inspir ato ry, 2 5e xpirato ry a nd 2 5phase
span ning) neu rons were re c orded in the vicinities ofthe sohta ry tr a ct n u cle u s a nd the a mb igu al
n ucleus. S timulating A P C, Change s of 1 2 2neu ron al a ctivitie s w e r ein v estigated ･ On e hu ndr
ed
a nd fiv e(7 3 in spirato ry, 1 4e xpir atory and 1 8phase spa n ning)n e u rons dis cha rged syn chron o u s-
bT Withcha nge s ofrespir ato ry rhythm du ring APC stim ulation s. T he r e m aining1 7(6 in spir ato ry,
9 expiratory a nd 2phase spanning)n euron s we redriven by single sho cks of A P Cstim ulatio n s･
But n? eV6ked potehtials in the phr e nic ne rv e Wer e re C O rded in these c ases･ F ifte en driven
neu ro n s were situ ated in thelate r alretic ularfor m atio n a nd 2n e u r o ns w e re situ ated clo seto the
solitary tract nu cle11S. Sixteen n euron s w e r edriven by ipsilate r al A P Cstim ulatio n s a nd had
laten cies of 2.2-1 2.7 m sec. O nly o ne neu ron w as driv e nby b nate ral A P Cstim ulatio ns. T he




T he results s uggest t hat t he apn eustic c e nte rin the ca udalv e ntrolate r alpo ns has so m e
synaptic and fiber c o n ection s withm edulla ry respir ato ry neu ro n s a nd also wit hphre nic n e rv e S,
a nd co ntri bute sthe regulatio n ofre spiratory rhyt hmicity.
